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［
論
文
］

安
酸
敏
眞

ア
ウ
グ
ス
ト
・ベ
ー
ク
の
解
釈
学

は
じ
め
に

解
釈
学
（H

erm
eneutik

）
が
現
代
哲
学
の
中
心
的
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ガ
ダ
マ
ー
、

リ
ク
ー
ル
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
異
論
の
余
地
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
で
は
、

歴
史
主
義（H

istorism
us

）の
議
論
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
そ
れ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

し
か
し
ド
イ
ツ
で
は
、
前
世
紀
の
八
十
年
代
以
降
、
歴
史
主
義
に
関
す
る
論
議
が
活
発
化
し
て
き
て
、
ふ
た
た
び
新
た
な

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
て
い
る（

1
）。
す
な
わ
ち
人
文
・
社
会
科
学
の
複
数
の
分
野
で
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
学
問
論
に
対
す
る
再
評
価
の
動
き
が
起
こ
り
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
、
シ
ェ

ー
ラ
ー
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
な
ど
の
業
績
の
見
直
し
が
精
力
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
分
野
で
も
、
十
九
世
紀
後
半

か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
歴
史
学
や
社
会
学
の
諸
理
論
に
つ
い
て
、
学
問
的
に
検
証
し
直
す
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
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う
し
た
見
直
し
作
業
に
お
い
て
歴
史
主
義
に
注
目
が
集
ま
る
理
由
は
、
歴
史
主
義
が
そ
の
当
時
の
人
文
科
学
と
社
会
科

学
の
議
論
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
根
本
的
な
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
今
日
に
至

り
、
形
を
変
え
て
現
代
の
主
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
歴
史
主
義
の
概
念
史
・
問

題
史
を
再
検
証
す
る
作
業
を
通
し
て
、
筆
者
は
解
釈
学
の
成
立
と
歴
史
主
義
の
水
源
が
深
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
に
お
い
て
は
ま
だ
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
、
思
想
史
的
連
関
に
つ
い
て
の
直
観
を

抱
く
に
至
っ
た（

2
）。

一
般
的
解
釈
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
は
、
い
ま
や
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、「
近
代
神
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

マ
ッ
ハ
ー
で
あ
る（

3
）。
研
究
者
の
な
か
に
は
、
解
釈
学
に
関
す
る
彼
の
最
初
期
の
草
稿
に
す
で
に
歴
史
主
義
の
萌
芽
が
察

知
で
き
る
と
見
な
す
者
も
い
る
が（

4
）、
し
か
し
卓
越
し
た
プ
ラ
ト
ン
学
者
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
む
し
ろ
本
質
的
に
は
「
非

歴
史
的
な
思
想
家
」（ein unhistorischer K

opf

）（
5
）
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
の
解
釈
学

を
一
瞥
す
る
限
り
、
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
積
極
的
な
結
び
つ
き
は
認
め
ら
れ
な
い（

6
）。
し
か
し
一
八
〇
四
年
以
来
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
と
は
ハ
レ
大
学
で
は
教
師
と
学
生
の
関
係
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
同
僚
の
関
係
に
あ
っ
た
ア

ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク（

7
）
に
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
よ
う
に
、
解
釈
学
の
な
か
に
歴
史
主
義
の
契
機

が
濃
厚
に
流
入
し
て
く
る
。
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
こ
の
結
び
つ
き
は
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
け
る
ヨ
ー
ハ
ン
・

グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
一
層
深
ま
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
深
刻
な
問
題
と

化
し
て
く
る
。

Ａ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
カ
ウ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
主
義
の
問
題
史
の
発
端
は
、
人
間
と
そ
の
文
化
が
「
歴
史
的
に
成
っ
た
も
の
」

（die geschichtliche G
ew

ordenheit

）
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
、「
人
文
科
学
に
お
け
る
歴
史
学
的
認
識
方
法
の
確
立
」
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で
あ
っ
て
、
こ
の
両
契
機
は
大
局
的
に
見
れ
ば
、「
十
八
世
紀
末
以
降
、
と
り
わ
け
十
九
世
紀
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
た
、

西
洋
的
思
惟
の
歴
史
化
と
い
う
同
一
の
包
括
的
な
精
神
史
的
現
象
の
異
な
っ
た
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
あ
る
。
そ
し
て
思
惟
の

歴
史
化
と
い
う
現
象
の
こ
の
二
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
最
初
に
洞
察
し
た
の
が
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
ド
ロ
イ
ゼ

ン
で
あ
る
と
い
う（

8
）。 

こ
の
見
方
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
こ
の
二
人
か
ら
出
発
す
る
と
、
シ
ュ

ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
お
い
て
は
歴
史
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
解
釈
学
が
、
な
ぜ
そ
れ
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
結
び
つ
き
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
と
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
共

通
の
師
で
あ
る
ベ
ー
ク
の
古
典
文
献
学
に
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
明
確
に
見
え
て
く
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
ベ
ル

リ
ン
大
学
で
の
ベ
ー
ク
の
ゼ
ミ
生
で
あ
り（

9
）、
ラ
ン
ケ
の
ゼ
ミ
に
属
し
て
い
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
も
ベ
ー
ク
の
講
筵
に
列

し
て
い
る
（
10
）。
ち
な
み
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
ベ
ー
ク
の
も
と
で
教
授
資
格
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー 

‐
ベ
ー
ク
‐
ド
ロ
イ
ゼ
ン
‐
デ
ィ
ル
タ
イ
と
い
う
思
想
的
系
譜
が
成
り
立
つ
の
で
あ
り
、

実
際
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
が
こ
の
系
譜
を
深
く
自
覚
し
て
い
る（

11
）。 

Ｆ
・
ロ
ー
デ
ィ
は
「
ベ
ー
ク
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
を
越
え

て
デ
ィ
ル
タ
イ
へ
と
至
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
の
道
」（

12
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
か
か
る
解
釈
学
の
系
譜
に
お
い
て
、
と
く
に
ベ
ー
ク
以
降
、
歴
史
主
義
と
い
う
別
の
契
機
が
そ
れ

と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
、
参
入
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
ベ
ー
ク
に
注
目
す
る
理
由
が
あ

る
。
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
邂
逅
と
結
合
は
、
ベ
ー
ク
の
古
典
文
献
学
、
と
り
わ
け
そ
の
解
釈
学
理
論
に
お
い
て
、
興
味

深
い
仕
方
で
生
起
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

13
）。

周
知
の
通
り
、
ベ
ー
ク
は
文
献
学
の
本
来
の
任
務
を
、「
人
間
精
神
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

4

4

4

4

4

4

4

4

、
す
な
わ
ち
、

認
識
さ
れ
た
も
の
を
認
識
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（das E
rkennen des von m

enschlichen G
eist P

roducirten, d.h. des 
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E
rkannten

）
と
見
な
し
た
が（

14
）、
彼
は
こ
の
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」
を
、
術
語
的
に
は
、「
理
解
」（V

erstehen

）

と
し
て
捉
え
た
。
草
創
期
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
哲
学
部
の
「《
ス
タ
ー
軍
団
》
の
一
人
」（

15
）
で
あ
っ
た
ベ
ー
ク
の
功
績
は
、

「
古
典
文
献
学
を
歴
史
科
学
に
変
化
さ
せ
た
」（

16
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
精
神
を
継
承
し
て
歴
史
学
全
体
に
及
ぼ
し
、

歴
史
科
学
の
中
に
解
釈
学
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
の
が
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
小
ド
イ
ツ
学
派
の
真
の
創
始
者
」（

17
）
ド
ロ
イ
ゼ

ン
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、「
歴
史
的
方
法
の
本
質
は
探
究

4

4

し
つ

4

4

つ
理
解
す

4

4

4

4

る4

こ4

と4

で
あ
る
」（

18
）。
歴
史
学
は
、

「
歴
史
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
を
反
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
よ
り
深
く
突
き
進
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
い
や
し
く
も
過
去
か
ら
ふ
た
た
び
見
つ
け
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
お
よ
そ
可
能
な
か
ぎ
り
、
精
神

に
お
い
て
ふ
た
た
び
生
き
生
き
と
甦
ら
せ
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
」（

19
）
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
ベ
ー
ク
の
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」（das E

rkennen des E
rkannten

）
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探
究
し
つ
つ
理
解

す
る
こ
と
」（forschend zu verstehen
）
と
は
通
底
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
こ
に
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
両
モ
テ
ィ
ー

フ
が
密
接
に
連
関
し
て
い
る
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
ベ
ー
ク
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
Ch
・
ハ
ッ
ケ
ル

の
研
究
書
が
あ
る
が
、
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
関
係
性
に
関
し
て
は
、
こ
の
書
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い（

20
）。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
Ｊ
・
グ
ロ
ン
デ
ィ
ン
が
示
唆
に
富
む
洞
察
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
は
『
哲
学
的
解
釈
学
入
門
』
と

い
う
啓
発
的
な
書
物
に
お
い
て
、
第
三
章
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
」
に
引
き
続
き
、
第
四

章
を
「
歴
史
主
義
の
諸
問
題
へ
の
参
入
」（E

instieg in die P
roblem

e des H
istorism

us

）
と
銘
打
ち
、
そ
こ
で
「
１
．

ベ
ー
ク
と
歴
史
的
意
識
の
明
け
初
め
」、「
２
．
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
普
遍
的
史
学
論―

倫
理
的
世
界
の
探
究
と
し
て
の
理
解
」、

「
３
．
解
釈
学
へ
と
至
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
道
」
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る（

21
）。
し
か
し
こ
れ
も
所
詮
は
概
説
の
域
を
出

る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
解
釈
学
が
歴
史
主
義
の
問
題
へ
と
歩
を
進
め
て
い
く
事
態
は
、
よ
り
本
格
的
な
学
問
的



012

検
証
を
必
要
と
し
て
い
る（

22
）。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
と
く
に
そ
こ
に

お
け
る
解
釈
学
と
歴
史
主
義
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
絡
み
合
い
を
考
察
し
て
み
た
い
。

１
．
ベ
ー
ク
の
古
典
文
献
学
の
体
系
と
構
造

ベ
ー
ク
の
解
釈
学
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
『
文
献
学
的
諸
学
問
の
エ
ン

チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら
び
に
方
法
論
』E

ncyklopädie und M
ethodologie der philologischen W

issenschaften

（1877, 
21886

）
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
は
門
弟
の
ブ
ラ
ト
ゥ
ス
ヘ
ッ
ク
が
ベ
ー
ク
の
生
前
の
講
義
を
整
理
し

て
恩
師
の
死
後
に
出
版
し
た
も
の
で
、
そ
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
八
〇
八
年
夏
学
期（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
）

を
皮
切
り
に
、
一
八
六
五
年
夏
学
期
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）
に
至
る
ま
で
、
ベ
ー
ク
が
合
計
二
十
六
学
期
に
わ
た
っ
て
学
生

を
相
手
に
行
な
っ
た
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
全
体
で
九
〇
〇
頁
近
く
に
も
及
ぶ
こ
の
大
著
は
、「
序
論
」（E

inleitung

）

に
引
き
続
く
本
論
が
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
第
一
主
要
部
」（E

rster H
aupttheil

）
は
「
文
献
学

的
学
問
の
形
式
的
理
論
」（F

orm
ale T

heorie der philologischen W
issenschaft

）
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

部
分
は
さ
ら
に
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部
は
「
解
釈
学
の
理
論
」（T

heorie der H
erm

eneutik

）、
第
二
部
は

「
批
判
の
理
論
」（T

heorie der K
ritik

）
と
な
っ
て
い
る
。

「
古
代
学
の
実
質
的
諸
学
科
」（M

ateriale D
isciplinen der A

lterthum
slehre

）
と
名
づ
け
ら
れ
た
「
第
二
主
要
部
」

（Z
w

eiter H
aupttheil

）
は
、「
一
般
古
代
学
」（A

llgem
eine A

lterthum
slehre

）
と
「
特
殊
古
代
学
」（B

esondere 
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A
lterthum

slehre

）
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
お
い
て
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
特
質
と
古
代
ロ
ー
マ
の
特
質
が
、
国
家
生
活
、

私
的
生
活
、
儀
礼
お
よ
び
美
術
、
学
問
な
ど
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
む
す
び
で
は
「
古
典
古
代
の
世
界
史
的
意
義
」
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、「
Ⅰ
．
ギ
リ
シ
ア
人
な
ら
び
に
ロ
ー
マ
人
の
公
的
生
活
に
つ
い
て
」、「
Ⅱ
． 

ギ
リ
シ
ア
人
と

ロ
ー
マ
人
の
私
的
生
活
」、「
Ⅲ
．
外
的
宗
教
お
よ
び
美
術
に
つ
い
て
」、「
Ⅳ
．
古
典
古
代
の
総
合
的
知
識
に
つ
い
て
」
と

い
う
大
見
出
し
の
も
と
に
、
Ⅰ
で
は
①
年
代
学
、
②
地
理
、
③
政
治
史
、
④
古
代
国
家
が
、
Ⅱ
で
は
①
度
量
衡
学
、
②
外

的
な
私
的
生
活
あ
る
い
は
経
済
の
歴
史
（
ａ
．
農
業
と
工
業
、
ｂ
．
商
業
、
ｃ
．
家
政
）、
③
内
的
な
私
的
生
活
あ
る
い
は
社

会
の
歴
史
（
ａ
．
社
交
、
ｂ
．
営
利
団
体
、
ｃ
．
教
育
、
ｄ
．
葬
儀
）
が
、
Ⅲ
で
は
①
祭
儀
ま
た
は
外
的
宗
教
（
ａ
．
神
事
と

し
て
の
祭
儀
、
ｂ
．
儀
礼
的
行
為
、
ｃ
．
宗
教
教
育
と
し
て
の
儀
礼
、
ｄ
．
神
秘
）、
②
美
術
史
（
Ａ
．
造
形
美
術―

―

ａ
．

建
築
、
ｂ
．
塑
像
術
、
ｃ
．
絵
画
◦
Ｂ
．
運
動
的
美
術―

―

ａ
．
体
操
術
、
ｂ
．
舞
踏
、
ｃ
．
音
楽
◦
Ｃ
．
詩
的
演
出
の
美
術―

―

ａ
．
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
、
ｂ
．
合
唱
、
ｃ
．
演
劇
）
が
、
Ⅳ
で
は
①
神
話
、
②
哲
学
史
、
③
個
別
諸
科
学
の
歴
史
（
ａ
．
数
学
、

ｂ
．
経
験
的
自
然
科
学
、
ｃ
．
経
験
的
精
神
科
学
）、
④
文
学
史
（
ギ
リ
シ
ア
文
学
史―

―

Ａ
．
韻
文
〔
ａ
．
叙
事
詩
、
ｂ
．

叙
情
詩
、
ｃ
．
劇
詩
〕、
Ｂ
．散
文
〔
ａ
．
歴
史
的
散
文
、
ｂ
．
哲
学
的
散
文
、
ｃ
．
修
辞
的
散
文
〕◦
ロ
ー
マ
文
学
史―

―

Ａ
．

韻
文〔
ａ
．
劇
詩
、
ｂ
．
叙
事
詩
、
ｃ
．
叙
情
詩
〕、
Ｂ
．
散
文
〔
ａ
．
歴
史
的
散
文
、
ｂ
．
修
辞
的
散
文
、
ｃ
．
哲
学
的
散
文
〕）、

⑤
言
語
の
歴
史（
Ａ
．
語
素
学〔
ａ
．
音
韻
学
、
ｂ
．
古
字
学
、
ｃ
．
正
字
学
な
ら
び
に
正
音
学
〕、
Ｂ
．
語
源
学〔
ａ
．
辞
書
学
、

ｂ
．
語
形
学
〕、
Ｃ
．
統
語
論
、
Ｄ
．
歴
史
的
文
体
学
〔
韻
律
論
〕）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
概
要
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
解
釈
学
の
問
題
は
「
第
一
主
要
部
」
の
「
文
献
学
的
学
問
の
形
式
論
」
に
お
い
て
、

そ
れ
も
と
く
に
第
一
部
「
解
釈
学
の
理
論
」
に
お
い
て
、
重
点
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
他
の
部
分
に
お
い

て
も
解
釈
学
の
問
題
が
適
宜
扱
わ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ『
文
献
学
的
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら
び
に
方
法
論
』
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と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
書
物
自
体
が
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
示
さ
れ
た
古
典
文
献
学
の
体
系
そ
の
も
の
が
、
ベ
ー
ク
の
解
釈

学
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

ベ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
文
献
学
は
①「
古
典
古
代
研
究
」（A

lterthum
sstudium

）で
も
、
②「
言
語
研
究
」（Sprachstudium

）

で
も
、
③
「
博
覧
」（P

olyhistorie

）で
も
、
④
「
批
判
」（K

ritik

）
で
も
、
⑤
「
文
学
史
」（L

iteraturgeschichte

）で
も
、

⑥
「
人
間
性
の
研
究
」（H

um
anitätsstudium

）で
も
な
く
、
そ
れ
の
本
来
的
課
題
は
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」（das 

E
rkennen des E

rkannten; die E
rkenntniss des E

rkannten

）（
23
）
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一
に
、
ベ
ー
ク
が
こ
こ
で
文
献
学
的
認
識
活
動
の
対
象
と
し
て
設
定
し
て
い
る
「
認
識
さ
れ

た
も
の
」
が
、
単
な
る
狭
義
の
認
識
活
動
の
成
果
や
産
物
を
指
す
の
で
は
な
く
、
人
間
精
神
の
活
動
の
全
産
物
を
意
味
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る（

24
）。「
人
間
精
神
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
す
な
わ
ち
、
認
識
さ
れ
た
も
の
を
認
識
す
る
こ

と
」（

25
）
と
い
う
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
、
何
よ
り
も
こ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
文
献
学
の
対
象
は
単
な
る
言
語
や
文

学
や
言
語
資
料
で
は
な
く
、「
一
つ
の
民
族
の
、
身
体
的
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

、
倫
理
的

4

4

4

な
ら
び
に
精
神
的
な

4

4

4

4

、
活
動
の
全
体
」、
あ

る
い
は
各
民
族
の
「
精
神
的
発
展
全
体
、
そ
の
文
化
の
歴
史
」（

26
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
文
献
学
的
認
識

は―
―

プ
ラ
ト
ン
に
従
え
ば
、
哲
学
的
認
識
も
ま
た
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が―

―

「
再
認
識
」（W

iedererkennen; 

W
iedererkenntniss

）（
27
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
哲
学
と
文
献
学
は
、
精
神
の
認
識
に
関
し
て
は
協
調
関
係
に
あ
る

が
、
そ
の
認
識
の
仕
方
は
異
な
る
。「
哲
学
は
原
初
的
に
認
識
す
る
、
つ
ま
り
ギ
グ
ノ
ー
ス
ケ
イ
（

）〔
知
る
、

認
識
す
る
〕
で
あ
る
が
、
文
献
学
は
再
び
認
識
す
る
、
つ
ま
り
ア
ナ
ギ
グ
ノ
ー
ス
ケ
イ
（

）〔
再
び
知
る
、

再
認
識
す
る
〕
で
あ
る
」（

28
）。
文
献
学
は
「
所
与
の
認
識
」（

29
）
あ
る
い
は
「
所
与
の
知
識
」（

30
）
を
前
提
と
し
て
お
り
、

こ
れ
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
文
献
学
の
概
念
は
最
広
義
の
歴
史
学
の
概
念
と
重
な
り
合
う
」
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が
、
し
か
し
文
献
学
の
目
的
は
、
歴
史
学
と
違
っ
て
歴
史
叙
述
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
歴
史
叙
述
の
な
か
に
貯
蔵
さ
れ

て
い
る
歴
史
認
識
の
再
認
識
」（

31
）
で
あ
る
。

ベ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
行
為
そ
の
も
の
は
一
つ
の
認
識
で
あ
り
、
ま
た
「
歴
史
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
は
、

行
為
へ
と
移
行
し
た
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
」
の
で
、「
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
生
と
行
為

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（
32
）
に
つ
い
て
の
「
認
識
全
体

の
再
構
成
と
し
て
の
文
献
学
」（

33
）
は
、
各
民
族
の
文
化
的
伝
承
に
含
ま
れ
て
い
る
「
全
認
識
と
そ
の
部
分
を
歴
史

的
に
構
成
す
る
こ
と
」、
ま
た
「
か
か
る
認
識
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
て
い
る
理
念
を
認
識
す
る
こ
と
」（

34
）
を
目
的
と

す
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
人
間
精
神
が
構
成
し
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
そ
の
全
体
に
お
い
て
追
構
成
す
る
こ
と
」（die 

N
achconstruction der C

onstructionen des m
enschlichen G

eistes in ihrer G
esam

m
theit

）（
35
）
が
、
文
献
学
が

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
献
学
は
所
与
の
認
識
の
「
再
構
成
」（R

econstruction; reconstruiren

）（
36
）

な
い
し
「
追
構
成
」（N

achconstruction; nachconstruiren

）（
37
）
を
旨
と
し
、
か
か
る
仕
方
で
の
認
識
の
「
再
生
産
」

（R
eproduction; reproducieren

）（
38
）
に
関
わ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
ベ
ー
ク
は
、「
少
な
か
ら
ぬ
哲
学
は
純
粋
に

生
産
し
て
い
る
と
の
思
い
違
い
を
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
〔
文
献
学
的
な
〕
再
生
産
の
な
か
に
は
よ
り
多
く
の
生

産
が
あ
る
」（

39
）
と
述
べ
て
、
一
部
の
哲
学
よ
り
も
文
献
学
の
方
が
学
問
的
に
よ
り
生
産
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
に
続
け
て
彼
は
、「
文
献
学
的
な
才
能
」（philologisches T

alent

）
は
い
か
な
る
学
問
に
も
大
切
で
あ
る
と
言
う
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
「
理
解
の
源
」（die Q

uelle des V
erstehens

）
で
あ
る
が
、「
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

そ
ん
な
に
容
易
い
事
柄
で
は
な
い
」（

40
）
か
ら
で
あ
る
。
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２
．
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
の
基
本
的
特
質

前
節
で
の
考
察
か
ら
、
ベ
ー
ク
の
文
献
学
の
体
系
に
お
い
て
、
解
釈
学
が
い
か
に
枢
要
的
意
義
を
有
し
て
い
る
か
予
想

が
つ
く
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
所
与
の
認
識
の
再
認
識
」（eine W
iedererkenntniss eines gegebenen E

rkennens

）、

あ
る
い
は
「
認
識
さ
れ
た
も
の
を
再
認
識
す
る
こ
と
」（ein E

rkanntes w
iedererkennen

）
は
、「
理
解
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

」

（verstehen

）
を
意
味
す
る（

41
）。 

し
た
が
っ
て
、「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」
と
し
て
定
義
さ
れ
た
彼
の
文
献
学
は
、

そ
れ
自
体
が
解
釈
学
を
う
ち
に
含
み
、
解
釈
学
の
上
に
そ
の
体
系
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

彼
の
言
う
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
文
献
学
は
「
理
解

4

4

の
行
為
」（der A

kt des V
erstehens

）
と
「
理
解

4

4

の
諸
契
機
」（die 

M
om

ente des V
erständnisses

）
を
学
問
的
に
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
「
そ
こ
か
ら
成
立
す
る
理
論
」、

つ
ま
り
「
文
献
学
的
な
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
文
献
学
は
そ
の
よ
う
な
形
式
的
な
理

論
（
解
釈
学
）
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
「
理
解
の
産
物
、
つ
ま
り
文
献
学
的
活
動
か
ら
生
じ
て
く
る
内

実
」
と
し
て
の
「
理
解
さ
れ
た
も
の

4

4

4

4

4

4

4

」（das V
erstandene

）
を
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
わ
れ
わ

れ
が
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
文
献
学
は
二
つ
の
主
要
部
分
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
理
解
の
機
能
と
諸

契
機
を
考
察
す
る
「
形
式
的

4

4

4

」
部
分
と
、
理
解
さ
れ
た
内
容
を
素
材
に
即
し
て
学
問
的
に
叙
述
す
る
「
実
質
的

4

4

4

」
部
分
で

あ
る（

42
）。 

第
一
の
「
形
式
的
」
部
分
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
第
二
の
「
実
質
的
」
部
分
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ

て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
理
解
す
る
と
い
う
行
為
、
あ
る
い
は
文
献
学
的
活
動
は
、
原
理
的
に
は
、
理
解

の
産
物
、
つ
ま
り
理
解
さ
れ
た
も
の
に
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
あ
る
種
の
「
原
理
の
請
求
」（petitio 
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principii

）
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
「
事
柄
そ
の
も
の
の
う

ち
に
あ
る
円
環
」（

43
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ベ
ー
ク
は
解
釈
す
る
上
で
避
け
が
た
い
こ
の
よ
う
な
「
循
環
」
を
、
明
確

に
「
解
釈
学
的
循
環
」（der herm

eneutische C
irkel

）（
44
）
と
呼
ん
で
い
る
。

文
献
学
の
形
式
的
な
部
分
と
し
て
の
「
第
一
主
要
部
」
は
、「
理
解
の
理
論
」（die T

heorie des V
erstehens

）（
45
）

を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
「
解
釈
学
の
理
論
」（T

heorie der H
erm

eneutik

）
と
「
批
判
の
理
論
」（T

heorie 

der K
ritik

）
に
二
分
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、「
理
解
は
一
方
で
は
絶
対
的

4

4

4

で
あ
り
、
他
方
で
は
相
対
的

4

4

4

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ひ
と
は
各
々
の
対
象
を
一
方
で
は
そ
れ
自
体
と
し
て
、
他
方
で
は
他
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
対
象
を
そ
れ
自
体
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
、
ベ
ー
ク
は
「
絶
対
的
理
解
」（das absolute 

V
ersthen

）
と
名
づ
け
る
が
、
か
か
る
理
解
を
扱
う
の
が
解
釈
学

4

4

4

（H
erm

eneutik

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
対
象

を
個
と
全
体
の
関
係
で
、
あ
る
い
は
他
の
個
や
理
想
と
の
関
係
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
、
彼
は「
相
対
的
理
解
」（das 

relative V
erstehen

）
と
呼
び
、
か
か
る
相
対
的
理
解
を
扱
う
の
が
批
判

4

4

（K
ritik

）
で
あ
る
と
い
う（

46
）。
こ
の
よ
う

な
名
称
の
可
否
は
別
に
し
て
、「
理
解
の
理
論
」
を
「
解
釈
学
」
と
「
批
判
」
に
大
別
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ

ッ
ハ
ー
に
お
い
て
す
で
に
一
般
的
な
慣
行
と
な
っ
て
い
る（

47
）。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
解
釈
学
と
批
判
は
「
理
解
の
理
論
」
の
い
わ
ば
両
輪
で
あ
り
、「
歴
史
的
真
理
は
解
釈
学
と
批
判
の

共
同
作
業
（das Z

usam
m

enw
irken der H

erm
eneutik und K

ritik

）
に
よ
っ
て
突
き
止
め
ら
れ
る
」（

48
）。
し
か
し

解
釈
学
と
批
判
と
い
う
ふ
う
に
区
別
し
て
み
て
も
、
実
は
両
者
の
間
に
は
「
循
環
」
関
係
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

脱
却
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
対
象
を
そ
れ
自
体
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
解
釈
学
を
抜
き
に
し

て
、
批
判
は
み
ず
か
ら
の
課
題
を
果
た
し
得
な
い
し
、
逆
に
異
他
な
る
も
の
と
の
関
わ
り
な
い
し
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
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に
努
め
る
批
判
な
く
し
て
、
解
釈
学
は
そ
の
本
務
を
遂
行
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ー
ク
の
「
理
解
の
理
論
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
区
分
は
、
解
釈
学
と
批
判
と
い
う
区
分
に
い
わ
ば
横
断

的
に
掛
け
合
わ
さ
れ
て
く
る
、「
文
法
的
」（gram

m
atisch

）、「
歴
史
的
」（historisch

）、「
個
人
的
」（individuell

）、

「
種
類
的
」（generisch

）（
49
）
と
い
う
区
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
解
釈
学
は
①「
文
法
的
解
釈
」（gram

m
atische 

Interpretation
）、
②「
歴
史
的
解
釈
」（historische Interpretation

）、
③「
個
人
的
解
釈
」（individuelle 

Interpretation
）、
④「
種
類
的
解
釈
」（generische Interpretation

）
に
区
別
さ
れ
、
批
判
は
①「
文
法
的
批
判
」

（gram
m

atische K
ritik

）、
②「
歴
史
的
批
判
」（historische K

ritik

）、
③「
個
人
的
批
判
」（Individalkritik

）、
④「
種

類
的
批
判
」（G

attungskritik
）
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が（

50
）、
そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
区
分
が
成
り
立
つ
の

で
あ
ろ
う
か
。

ベ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
解
釈
の
実
際
の
区
分
は
解
釈
学
的
活
動
の
本
質
か
ら
の
み
導
き
出
さ
れ
る
。
理
解
と
解
釈
に
と
っ

て
本
質
的
な
の
は
、
報
告
・
伝
承
さ
れ
た
も
の
の
意
味
な
い
し
意
義
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
規
定
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
り
、
言
語
の
客
観
的

4

4

4

意
義
が
こ
れ
に
属
す
る
。
し
か
し
い
か
な
る
語
り
手
・
書
き
手
も
言
語
を
特
有
か
つ
特

別
な
仕
方
で
用
い
、
み
ず
か
ら
の
個
性
に
従
っ
て
言
語
に
変
更
を
加
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
人
を
理
解
す
る
た
め
に
は

そ
の
主
観
性

4

4

4

を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
ベ
ー
ク
は
、
客
観
的
・
一
般
的
見
地
か
ら
の
言
語
の
解
釈

を
「
文
法
的
解
釈
」
と
名
づ
け
、
主
観
性
の
見
地
か
ら
の
言
語
の
解
釈
を
「
個
人
的
解
釈
」
と
名
づ
け
る
。
し
か
し
あ
ら
ゆ

る
報
告
・
伝
承
の
意
味
は
、
現
実
の
歴
史
的
諸
関
係

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
よ
っ
て
さ
ら
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
報
告
・

伝
承
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
は
こ
う
し
た
諸
関
係
の
中
に
身
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
歴
史
的
現
実
に

定
位
し
た
解
釈
を
「
歴
史
的
解
釈
」
と
名
づ
け
る
。
し
か
し
報
告
が
そ
の
形
式
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
説
話
の
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ジ
ャ
ン

4

4

4

ル4

（G
attung

）
に
も
ま
た
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叙
述
の
主
観
的
な
方
向
と
目
的
と
に
従
っ
て
、
韻
文
と

か
散
文
と
か
の
異
な
っ
た
語
り
方
が
存
す
る
が
、
報
告
・
伝
承
さ
れ
て
い
る
内
容
を
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
側
面
か
ら
解

釈
す
る
こ
と
を
、
彼
は
「
種
類
的
解
釈
」
と
名
づ
け
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
側
面
に
力
点
の
置
か
れ
た
歴
史
的
解
釈

が
文
法
的
解
釈
に
結
び
つ
く
よ
う
に
、
主
観
的
側
面
に
重
き
を
置
く
種
類
的
解
釈
は
個
人
的
解
釈
に
結
び
つ
く
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
ベ
ー
ク
の
考
え
で
は
、
解
釈
学
は
以
上
の
四
種
類
の
解
釈
に
尽
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
う
一
度
整

理
し
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
報
告
さ
れ
た
も
の
の
客
観
的

4

4

4

な
諸
条
件
か
ら
の
理
解

a）
語
義
そ
の
も
の

4

4

4

4

か
ら―

―

文
法
的

4

4

4

解
釈

b）
現
実
の
状
況
と
の
関
係

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
お
け
る
語
義
か
ら―

―

歴
史
的

4

4

4

解
釈

（
２
）
報
告
さ
れ
た
も
の
の
主
観
的

4

4

4

な
諸
条
件
か
ら
の
理
解

a）
主
体
そ
れ
自
体

4

4

4

4

か
ら―

―

個
人
的

4

4

4

解
釈

b）
目
的
と
方
向
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
主
観
的
状
況
と
の
関
係
に
お
け
る
主
体
か
ら―

―

種
類
的

4

4

4

解
釈（

51
）

３
．
解
釈
学
的
循
環
の
問
題

わ
れ
わ
れ
は
前
節
に
お
い
て
、
ベ
ー
ク
が
「
文
法
的
解
釈
」、「
個
人
的
解
釈
」、「
歴
史
的
解
釈
」、「
種
類
的
解
釈
」
と

い
う
四
種
類
の
解
釈
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
四
種
類
の
解
釈
は
相
互
に
ど
う
い
う
関
係
に

あ
る
だ
ろ
う
か
。
彼
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
概
念
に
従
っ
て
そ
れ
ら
〔
四
種
類
の
解
釈
〕
を
明
確
に
区
別
し
た
が
、
し
か
し
解
釈
そ
の

も
の
を
実
行
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
は
つ
ね
に
混
じ
り
合
う
。
ひ
と
は
個
人
的
解
釈
を
利
用
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

語
義
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
か
に
よ
っ
て
話
さ
れ
る
言
葉
は
、
い
か
な
る
言
葉

で
あ
ろ
う
と
も
、
す
で
に
そ
の
人
が
一
般
的
な
語
彙
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
個
人
的
な
付
加
物
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の
付
加
物
を
抽
出
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ひ
と
は
話
し
手
の
個
性
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ

よ
う
に
、
一
般
的
な
語
義
は
、
現
実
の
状
況
と
説
話
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

〔
一
般
的
に
は
「
王
」
の
意
〕
と
い
う
語
は
、
ホ
メ
ロ
ス
の
用
語
法
に
お
い
て
と
ア
ッ
テ
ィ
カ
共
和
国
に

お
い
て
で
は
、
全
く
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

〔
時
、
時
間
〕や

〔
し
る
し
〕と
い
っ
た
語
は
、

哲
学
と
数
学
と
歴
史
学
の
叙
述
に
お
い
て
は
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
ひ
と
は
語
義
の
こ
の
よ
う
な
制
約
を

歴
史
的
解
釈
と
種
類
的
解
釈
に
よ
っ
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
要
素
は
ふ
た
た

び
文
法
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
の
み
見
出
さ
れ
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
解
釈
は
文
法
的
解
釈
か
ら
出
発
す
る
か

ら
で
あ
る
。（

52
）

こ
こ
に
は
明
ら
か
な
「
循
環
」
関
係
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
文
献
学
の
形
式
的
機
能
と
そ
の
実
質
的
結
果
と
の
関
係

に
存
す
る
困
難
に
遡
る
も
の
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
法
的

4

4

4

解
釈
は
文
法
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
の
知
識
を
必
要
と
す
る
。
歴
史
的

4

4

4

解
釈
は
歴
史
一
般
に

つ
い
て
の
特
別
な
知
識
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
個
人
的

4

4

4

解
釈
の
た
め
に
は
個
人
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
あ
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り
、
そ
し
て
種
類
的
解
釈

4

4

4

4

4

は
様
式
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
歴
史
的
知
識
に
、
し
た
が
っ
て
文
学
史
に
基
づ
い
て
い

る
。
そ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
異
な
っ
た
種
類
の
解
釈
は
、
実
際
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
知
識
は
す
べ
て
の
資
料
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
獲
得
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
同
時
に

判
明
す
る
の
は
、
こ
の
循
環
が
い
か
に
し
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
法

的
解
釈
は
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
的
な
ら
び
に
現
実
的
な
諸
条
件
の
な
か
で
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る

表
現
の
語
義
を
突
き
と
め
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
言
語
全
体
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
の
歴
史
が
作
り
出

さ
れ
、
文
法
と
辞
書
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
文
法
と
辞
書
は
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
文
法
的
解
釈
に
奉

仕
し
、
同
時
に
進
展
す
る
解
釈
学
的
活
動
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ひ
と
は
爾
余
の
種
類
の
解

釈
に
対
す
る
、
同
時
に
ま
た
実
質
的
学
問
分
野
一
般
の
構
築
に
対
す
る
、
基
礎
を
手
に
す
る
。
こ
う
し
た
学
問
分
野

が
よ
り
広
範
に
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
解
釈
は
よ
り
完
全
に
成
功
す
る
。（

53
）

以
上
の
こ
と
は
、
ベ
ー
ク
が
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
、
解
釈
に
つ
き
も
の
の
「
循
環
」、
つ
ま
り
「
解
釈
学
的
循
環
」

の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
あ
る
局
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
循
環
は
「
特
別
な
技
法
を
用
い
て
回
避
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

54
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
し
か
し
別
の
と
こ
ろ
で
は
、「
解
釈
学
の
課
題
が
含
ん
で
い
る
こ
の
循
環
は
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
場
合
に
回
避
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
一
般
に
は
決
し
て
完
全
に
は
回
避
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」（

55
）
と
も
語
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個
と
全
体
、
特
殊
と
普
遍
は
つ
ね
に
相
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
だ
け
で
な

く
、
ま
た
一
切
の
類
比
を
欠
い
た
唯
一
無
比
な
る
も
の
は
、
そ
の
意
義
を
確
定
す
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
か
ら
で

あ
る
。
ま
さ
に
同
一
の
対
象
が
同
時
に
文
法
的
解
釈
と
個
人
的
解
釈
の
、
あ
る
い
は
個
人
的
解
釈
と
種
類
的
解
釈
の
、
あ
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る
い
は
歴
史
的
解
釈
と
種
類
的
解
釈
の
、
唯
一
の
基
礎
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
所
詮
、
解
釈
の
循
環
は
免
れ
得
な
い
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
、「
解
釈
学
の
課
題
は
た
だ
無
限
の
近
似

4

4

（A
pproxim

ation

）
に
よ
っ
て
の
み
、
つ
ま
り
一
項
一
項
前
進

す
る
が
決
し
て
完
結
す
る
こ
と
の
な
い
漸
進
的
な
接
近
に
よ
っ
て
の
み
、
解
決
さ
れ
得
る
」（

56
）
と
い
う
の
が
、
ベ
ー
ク

な
り
の
問
題
解
決
の
仕
方
な
の
で
あ
る
。

４
．
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
的
要
素

わ
れ
わ
れ
は
た
っ
た
い
ま
、
通
常
の
解
釈
の
技
法
（K

unst

）
を
用
い
て
解
釈
学
的
循
環
を
回
避
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
た
だ
解
釈
実
践
の
鍛
錬
を
積
み
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進
し
て
、
問
題
解
決
に
漸
進
的
に
接
近
す
る
と
い
う
「
無

限
の
近
似
」
し
か
な
い
こ
と
を
見
た
が
、
し
か
し
他
方
で
ベ
ー
ク
は
、「
完
全
な
理
解
が
達
成
さ
れ
る
」
稀
有
な
事
例
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
有
為
な
る
感
情
」（[ein] fähiges G

efühl

）
を
所
有
す
る
「
真
正
の
解
釈
学
的
芸

術
家
」（[der] ächte herm
eneutische K

ünstler
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ベ
ー
ク
曰
く
、

し
か
し
な
が
ら
、
感
情

4

4

に
と
っ
て
は
、
あ
る
場
合
に
は
完
全
な
理
解
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
解
釈
学
的
な
芸
術
家

は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
所
有
す
る
こ
と
で
、
難
題
を
解
決
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
完
全
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
有
為
な
る
感
情
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
感
情
と
は
、
そ
れ
の

お
か
げ
で
他
者
が
認
識
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
い
っ
ぺ
ん
に

4

4

4

4

4

再
認
識
さ
れ
る
当
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が

な
け
れ
ば
、
実
際
に
い
か
な
る
伝
達
能
力
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。（

57
）
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つ
ま
り
、
ひ
と
は
感
情
の
な
か
に
与
え
ら
れ
て
い
る
「
生
き
生
き
と
し
た
直
観
」（lebendige A

nschauung

）（
58
）
に

よ
っ
て
、
他
人
の
個
性
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ベ
ー
ク
は
こ
の
種
の
能
力
と
し
て
、「
正
し
い
勘
」

（der richtige T
akt

）（
59
）
や
「
精
神
の
予
見
的
な
力
」（die divinatorische K

raft des G
eistes

）（
60
）
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
ベ
ー
ク
は
「
ど
ち
ら
も
相
手
と
同
じ
こ
と
を
考
え
な
い
」（

）

と
い
う
他
者
認
識
の
不
可
能
性
を
暗
示
す
る
ゴ
ル
ギ
ア
ス
の
命
題
に
対
し
て
、「
似
た
も
の
は
似
た
も
の
を
知
る
」（

 

）
と
い
う
別
の
命
題
を
対
置
し
、「
こ
れ
こ
そ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
が
可
能
と
な
る
、
唯
一
の
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
同
質
性
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
解
釈
す
る
人
の
み
が
、
天
才
的
な
解
釈
者
と
名
づ

け
ら
れ
得
る
」（

61
）
と
述
べ
て
い
る
。

ベ
ー
ク
は
別
の
箇
所
で
、「
同
質
性
」（C

ongenialität

）
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

一
般
に
歴
史
的
解
釈
を
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
し
て
と
く
に
仮
説
的
説
明
が
許
容
で
き
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
最
終
的
な
決
定
を
下
す
も
の
は
、
し
ば
し
ば
感
情
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
解
釈

者
の
同
質
性
が
肝
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
の
個
性
に
身
を
お
い
て
理
解
す
る
人
の
み
が
、
特
定
の
場
合
の
著

者
の
念
頭
に
特
別
な
関
係
が
浮
か
ん
で
い
た
か
ど
う
か
を
、
知
る
の
で
あ
る
。（

62
）

つ
ま
り
、
解
釈
さ
れ
る
対
象
と
の
類
似
性
を
有
し
、「
生
ま
れ
つ
き
理
解
す
る
た
め
の
眼
識
を
も
っ
た
人
た
ち
」
が
存
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在
す
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
根
源
的
な
才
能
」（ein ursprüngliches T

alent

）
に
よ
っ
て
、
解
釈
学
的
循
環
を
突
破

し
て
「
い
っ
ぺ
ん
に
」（m

it einem
 S

chlage

）
事
柄
の
本
質
を
直
観
し
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ク
は
そ
の
よ
う
な

天
才
的
な
解
釈
者
を
、「
精
神
的
に
同
質
的
な
解
釈
者
」（der congeniale A

usleger

）（
63
）
と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
種
の
天
分
と
か
天
才
を
引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
に
、
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
の
ベ
ー
ク
の
真
骨
頂

を
見
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う（

64
）。

５
．
歴
史
主
義
と
の
結
び
つ
き

さ
て
、
最
後
に
わ
れ
わ
れ
が
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
お
い
て
提
示
し
た
わ
れ
わ
れ
の
根
本

的
な
問
題
意
識
、
す
な
わ
ち
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
に
お
け
る
歴
史
主
義
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

最
初
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
か
ら
始
ま
る
一
般
的
解
釈
学
の
系
譜
に
お
い
て
、
歴
史
主
義
の
結
び
つ
き
は
ベ
ー
ク

を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
と
い
う
作
業
仮
説
を
立
て
た
が
、
果
た
し
て
そ
の
仮
説
は
正
し
い
の
か
、
ま
た
ベ
ー
ク
の
解
釈
学

に
お
い
て
、
歴
史
主
義
と
の
結
び
つ
き
は
い
か
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
か
を
解
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
そ
れ
と
の
簡
単
な
比
較

―
―

細
部
に
踏
み
込
ん
だ
本
格
的
な
比
較
は
将
来
の
重
要
な
課
題
で
あ
る―

―

を
試
み
て
み
た
い
。

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
は
、
も
と
も
と
は
「
文
法
的
解
釈
」（gram

m
atische Interpretation

）
と
「
技

術
的
解
釈
」（technische Interpretation

）
の
二
区
分
を
も
っ
て
構
想
さ
れ
た
が
、
や
が
て
そ
こ
に
「
心
理
学
的
解
釈
」

（psychologische Interpretation

）
な
る
も
の
が
立
ち
現
れ
、
や
が
て
そ
の
新
し
い
用
語
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
る
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よ
う
に
な
る
。
し
か
し
「
技
術
的
解
釈
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
は
た
し
て
「
心
理
主
義
的
解
釈
」
に
完
全
に

置
き
換
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
実
は
単
純
に
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
の
あ
た
り
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
に
関
す
る
研
究
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る（

65
） 

。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ー
ク
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
に
つ
い
て
、『
文
献
学
的
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ

ー
な
ら
び
に
方
法
論
』
に
お
い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る（

66
）。
ま
ず
「
心
理
学
的
解
釈
」
に
関
し

て
は
、
ベ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
個
性
と
い
う
も
の
は
「
徹
底
的
に
生
き
生
き
し
た
も
の
、
具
体
的
な
も
の
、
積
極
的

な
も
の
」
で
あ
り
、
一
般
的
な
法
則
や
分
類
項
目
に
よ
っ
て
作
業
す
る
心
理
学
に
よ
っ
て
把
捉
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
か
ら
わ
た
し
は
個
人
的
解
釈
を―

―

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に―

―

心
理
学
的
解
釈

（die psychologische [A
uslegung]
）
と
名
づ
け
る
こ
と
を
避
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
名
称
が
あ
ま
り
に

も
広
範
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
の
根
本
的
意
義
が
定
義
づ
け
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
直
観
で
あ
る

よ
う
に
、
個
人
的
な
文
体
も
ま
た
概
念
に
よ
っ
て
は
完
全
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ

れ
は
解
釈
学
に
よ
っ
て
直
観
の
仕
方
そ
の
も
の
と
し
て
具
象
的
に
再
生
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。（

67
）

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
「
技
術
的
解
釈
」
に
つ
い
て
も
、
ベ
ー
ク
は
次
の
よ
う
な
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。

・
・
・
種
類
的
解
釈
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
同
じ
程
度
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
個
性
は
し
ば
し

ば
そ
の
作
用
に
お
い
て
、
そ
の
な
か
に
具
わ
っ
て
い
る
方
向
性
に
し
た
が
う
が
、
そ
の
際
眼
前
に
浮
か
ん
で
い
る
理
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想
へ
の
特
別
な
関
係
は
、
ま
だ
可
視
的
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
個
性
の
そ
の
よ
う
な
自
由
な
演
技
は
、
例
え

ば
軽
い
会
話
の
な
か
で
生
起
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
思
想
的
な
関
係
は
完
結
し
た
発
話
に
お
い
て
最
も
強
烈
に

現
れ
る
。
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
こ
と
は
一
定
の
目
的
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
結
果
は
あ
ら
か
じ
め
考
え

ら
れ
、
方
法
的
に
達
成
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
言
語
的
作
品
の
技
術

4

4

（T
echnik

）
は
そ
の
よ
う
な
厳
格

な
関
係
の
な
か
に
存
し
て
い
る
の
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
こ
の
側
面
か
ら
の
発
話
の
理
解
を
技
術
的
解
釈

（technische A
uslegung

）
と
名
づ
け
た
（『
解
釈
学
と
批
判
』、148

頁
以
下
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
表
現
は
種

類
的
解
釈
全
体
を
表
示
す
る
た
め
に
は
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
る
。（

68
）

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ベ
ー
ク
の
「
個
人
的
解
釈
」
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
「
心
理
学
的

解
釈
」
に
、「
種
類
的
解
釈
」
は
「
技
術
的
解
釈
」
に
ほ
ぼ
対
応
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
師
で
あ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ

ー
の
解
釈
学
に
見
い
だ
さ
れ
る
（
と
ベ
ー
ク
が
考
え
る
）
欠
陥
を
修
正
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
両
者
の
解
釈
学
の
比
較
で
判
明
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
で
は
重
要
性
を
見
い
だ
す

こ
と
の
で
き
な
い
「
歴
史
的
解
釈
」
が
、
ベ
ー
ク
に
お
い
て
は
し
っ
か
り
と
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

69
）。

も
ち
ろ
ん
、「
歴
史
的
解
釈
」（historische Interpretation
）
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
以
前
に
す
で
に
見
い
だ

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
Ｇ
・
Ｌ
・
バ
ウ
ア
ー
は
一
八
世
紀
末
に
、「
歴
史
的
解
釈
が
詳
し
く
調
べ
る
の
は
、

著
者
が
そ
の
著
書
で
何
を
ど
の
程
度
考
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
著
者
が
ど
の
よ
う
な
概
念
を
か
の
意
味
に
結

び
つ
け
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
別
の
著
者
た
ち
も
同
じ
概
念
を
か
の
意
味
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」（

70
）、
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の
引
用
文
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
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な
意
味
で
の
「
歴
史
的
解
釈
」
は
、
む
し
ろ
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
「
心
理
学
的
解
釈
」
の
決
定
的
な
諸
契
機
を
先

取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ク
に
お
け
る
「
歴
史
的
解
釈
」
は
こ
れ
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ベ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
解
釈
学
の
対
象
は
一
般
的
に
は
「
言
語
的
記
念
物
」（S

prachdenkm
al

）
で
あ
る
が
、
言
語
的

記
念
物
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
文
法
的
解
釈
に
よ
っ
て
そ
の
客
観
的
意
義
を
知
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
。
言
語
的
記
念
物
そ
の
も
の
の
意
義
は
、
一
部
は
言
葉
そ
の
も
の
の
う
ち
に
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
現
実
的
事
態
へ
の

4

4

4

4

4

4

4

関
係

4

4

に
よ
っ
て
そ
の
客
観
的
意
味
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ
な
表
象
に
存
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
彼
は
こ
の

側
面
か
ら
言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
を
、「
歴
史
的
解
釈
」
の
主
た
る
課
題
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。
語
り
手
や
書
き
手
が

言
葉
を
用
い
て
述
べ
る
内
容
は
、
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た
事
態
と
の
現
実
的
結
合
の
う
ち
に
あ
り
、
こ
う
し
た
歴
史
的
所

与
は
語
り
手
や
書
き
手
の
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
釈
者
が
言
語
的
記
念
物
の
客
観
的
側
面
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
文
法
的
解
釈
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
の
知
識
が
ま
た
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ベ
ー
ク
は
そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
年
代
記
』
第
一
章
を
挙
げ
、
ロ
ー
マ
の
政
治
状
況
に
つ
い

て
の
知
識
を
も
た
な
い
人
に
は
、
そ
れ
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば　

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の

詩
行
（『
諷
刺
詩
』
第
一
巻
、
1
、
105
）――

「
タ
ナ
イ
ス
と
、
舅
の
ウ
ィ
セ
リ
ウ
ス
と
の
間
に
は
誰
か
〔
中
間
〕
が
い
る
」

（E
st inter T

anain quiddam
 socerum

que V
iselli

）―
―

は
、
文
法
的
に
徹
底
的
に
正
し
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
も
、
も
し
ひ
と
が
ロ
ー
マ
の
私
生
活
の
特
殊
な
歴
史
か
ら
、
タ
ナ
イ
ス
が
ま
っ
た
く
の
宦
官
で
あ
り
、
舅
の
ウ

ィ
セ
ッ
リ
ウ
ス
が
恐
ろ
し
い
陰
嚢
ヘ
ル
ニ
ア
を
患
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
当
て
こ
す

り
は
わ
か
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
悲
劇
作
家
や
喜
劇
作
家
の
作
品
を
理
解
す
る
場
合
に
も
、
あ
る
い
は
プ
ラ

ト
ン
の
よ
う
な
哲
学
者
の
思
想
を
理
解
す
る
場
合
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
関
係
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
ば
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し
ば
そ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
る
か
な
い
か
で
、
解
釈
に
決
定
的
な
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
。
そ
し
て
実
に
卓
見
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
ベ
ー
ク
は
「
叙
述
が
歴
史
的
な
も
の
の
性
格
か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
よ
り
高
い
度
合
い

に
お
い
て
そ
れ
は
歴
史
的
解
釈
を
必
要
と
す
る
」（

71
）
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
に
と
っ
て
歴
史
的
解
釈
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
、
不
朽
の
名
著
と
い
わ
れ

る
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
家
財
政
』D

ie Staatshaushaltung der A
thener (1817, 

21851, 31886)

を
見
れ
ば
よ
く
わ
か

る
。
そ
れ
は
貴
金
属
、
土
地
、
鉱
山
、
家
屋
、
奴
隷
、
家
畜
、
衣
服
、
食
物
な
ど
の
価
格
や
、
各
種
の
税
金
や
国
民
の
収

入
な
ど
を
示
す
大
量
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
ア
テ
ナ
イ
国
家
の
財
政
機
構
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
パ
イ
オ

ニ
ア
的
研
究
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
古
典
文
献
学
を
歴
史
科
学
に
変
化
さ
せ
た
」
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
ベ
ー
ク
自
身
が
十

分
に
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
と
の
論

争
の
中
で
表
明
さ
れ
た
、
次
の
よ
う
な
見
解
の
な
か
に
遺
憾
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。

・
・
・
わ
た
し
は
次
の
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
献
学
は
、
比
較
的
完
結
し
た
時
代
の
あ
る
一
定
の

民
族
に
関
し
て
は
、
そ
の
活
動
の
総
体
、
つ
ま
り
そ
の
民
族
の
全
生
活
と
全
働
き
を
、
歴
史
的
・
学
問
的
に
認
識
す

る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
生
活
と
働
き
は
、
当
然
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
も
含
め

て
、
文
献
学
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
家
族
関
係
や
国
家
関
係
が
そ
れ
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
る
実
際
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
宗
教
、
芸
術
、
知
識
な
ど
の
理
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
思
考

の
形
式
と
し
て
の
言
語
が
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
簡
潔
に
知
識
と
呼
ん
だ
領
域
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易

に
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
・
・
・
文
献
学
が
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
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も
と
も
に
属
し
て
お
り
、
文
献
学
者
が
追
構
成
す
べ
き
事
柄
と
し
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
文
法
学
は
文
献
学
の
一
連
の
実
質
的
部
分
の
中
に
入
っ
て
来
る
。
解
釈
学
と
批
判
は
、
単
な
る
形
式
的
部

分
と
し
て
の
み
、
か
か
る
実
質
的
部
分
に
対
立
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
古
代
的
な
民
族
の
活
動
の
表
現

が
、
大
部
分
は
言
語
的
な
記
念
物
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
そ
う
し
た
記
念
物
が
非
言
語
的
な

事
実
や
思
考
を
も
含
ん
で
お
り
、
文
献
学
者
は
そ
れ
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
言
語
は
文
献
学
に
と
っ

て
、
同
時
に
、
古
代
の
爾
余
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
産
物
を
再
認
識
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
そ
し
て
文
献
学
は

言
語
的
な
記
念
物
か
ら
、
言
語
自
体
の
理
解
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
な
く
、
事
実
と
思
考
の
全
領
域
を
叙
述
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（

72
）

こ
こ
に
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ー
ク
が
提
唱
・
実
践
し
た
文
献
学
は
、
言
語
的
作
品
や
文
化
財
を
、
そ
れ

ら
が
成
立
し
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
顧
慮
し
つ
つ
、
解
釈
し
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
解
釈

学
を
構
成
す
る
四
本
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
理
解
さ
れ
る
べ
き
対
象
を
「
現
実
的

4

4

4

状
況
と
の
諸
関
係

4

4

4

」（B
eziehungen 

auf reale V
erhältnisse

）（
73
）
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
、「
歴
史
的
解
釈
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
意
味
深
長

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
の
ち
に
「
歴
史
主
義
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
精
神
的
態
度
な
い
し
思
潮
の
端
緒
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

74
）。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
を
、
彼
の
文
献
学
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
洗
い
直
す
仕
方
で
考
察
し
て
き
た
。

い
ま
だ
十
分
な
考
察
と
は
い
え
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
限
ら
れ
た
考
察
か
ら
も
、
彼
の
古
典
文
献
学
が―

―

し
た
が
っ
て

ま
た
彼
の
解
釈
学
が―

―

非
言
語
的
な
事
実
や
表
象
に
も
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
歴
史
主
義
に
馴
染
む
性
格
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
解
釈
学
と
歴
史
主
義
と
い
う
二
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
古
典
文
献
学
者
ベ
ー
ク
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
に
お
い
て
は
表
面
に
現
れ
て
来
な
い
歴
史
主
義
の
基
調
が
、
彼
と
精
神
的
共
闘
を
組

ん
で
い
た
弟
子
の
ベ
ー
ク
の
中
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ー
ク
に
お
い
て
頭
を

も
た
げ
て
き
た
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン
や
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ

れ
、
い
か
な
る
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
被
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
や
す
か
た　

と
し
ま
さ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）
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＊
本
稿
は
、
平
成
21-

23
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
Ｃ
）（
一
般
））
を
交
付
さ
れ
て
行
な
っ
て
い
る
研
究
「
解
釈
学
と

歴
史
主
義―

―

Ａ
・
ベ
ー
ク
と
Ｊ
・
Ｇ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
つ
い
て
の
比
較
研
究―

―

」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、
平
成
21
年
度
北
海

学
園
学
術
助
成
に
よ
る
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
註
］

（
1
）N

. H
am

m
erstein (H

rsg.), D
eutsche G

eschichtsw
issenschaft um

 1900 (S
tuttgart : F

ranz S
teiner V

erlag W
iesbaden 

G
M

B
H

, 1988)
、F

riedrich Jaeger &
 Jörn R

üsen, G
eschichte des H

istorism
us : E

ine E
inführung (M

ünchen : V
erlag C

.H
. 

B
eck, 1992)

、O
.G

. O
exle, G

eschichtsw
issenschaft im

 Zeichen des H
istorism

us (G
öttingen : V

andenhoeck &
 R

uprecht, 

1996)

、O
.G

. O
exle &

 J. R
üsen (H

rsg.), H
istorism

us in den K
ulturw

issenschaften (K
öln-W

eim
ar-W

ien : B
öhlau V

erlag, 

1996)

、W
olfgang B

ialas &
 G

erard R
aulet (H

rsg.), D
ie H

istorism
usdebatte in der W

eim
arer R

epublik (F
rankfurt am

 

M
ain : P

eter L
ang, 1996)

、G
. S

choltz (H
rsg.), H

istorism
us am

 E
nde des 20. Jahrhunderts (B

erlin : A
kadem

ie V
erlag, 

1997)

、F
ulvio T

essitore, K
ritischer H

istorism
us. G

esam
m

elte A
ufsätze (K

öln, W
eim

ar, &
 W

ien : B
öhlau V

erlag, 

2005)

、Jens N
ordalm

 (H
rsg.), H

istorism
us im

 19. Jahrhundert :  G
eschichtsschreibung von N

iebuhr bis M
einecke (S

tuttgart. 

P
hilipp R

eclam
, 2006)

、O
tto G

erhard O
exle (H

rsg.), K
rise des H

istorism
us—

K
rise der W

irklichkeit : W
issenschaft, K

unst 

und Literatur 1880-1932 (G
öttingen : V

andenhoeck &
 R

uprecht, 2007)

な
ど
は
、
そ
の
消
息
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

（
2
）
拙
論
「
ト
レ
ル
チ
と
『
歴
史
主
義
』
の
問
題―

―
概
念
史
的
・
問
題
史
的
考
察
の
試
み―

―

」、『
年
報　

新
人
文
学
』（
北
海
学
園

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
2
号
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）、
6
‐
83
頁
所
収
、
お
よ
び
「
ト
レ
ル
チ
と
『
歴
史
主
義
』
の
問
題
（
承
前
）

―
―

概
念
史
的
・
問
題
史
的
考
察
の
試
み―

―

」、『
年
報　

新
人
文
学
』（
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
3
号
（
二
〇
〇
六

年
一
二
月
）、
36
‐
111
頁
所
収
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）C

f. Joachim
 W

ach, D
as V

erstehen. G
rundzüge einer G

eschichte der herm
eneutischen T

heorie im
 19. Jahrhundert I-III 

(T
übingen : J.C

.B
. M

ohr, 1926-1933 ; N
achdruck, H

ildesheim
 : G

eorg O
lm

s V
erlagsbuchhandlung, 1966) ; H

endrik 

B
irus (H

rsg.), H
erm

eneutische P
ositionen. Schleierm

acher-D
ilthey-H

eidegger-G
adam

er (G
öttingen : V

andenhoeck 

&
 R

uprecht, 1982) ; Jean G
rondin, E

inführung in die philosophische H
erm

eneutik (D
arm

stadt : W
issenschaftliche 
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B
uchgesellschaft, 22001).

（
4
）「
一
八
〇
五
年
お
よ
び
一
八
〇
九
／
一
〇
年
の
箴
言
集
」（D

ie A
phorism

en von 1805 und 1809/10

）
の
な
か
に
、「
解
釈
に
際
し

て
の
主
要
な
事
柄
は
、
ひ
と
が
自
分
自
身
の
心
情
か
ら
抜
け
出
て
、
著
者
の
心
情
へ
と
赴
く
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
Ｈ
・
キ
ン
メ
ル
レ
は
そ
れ
を
「
歴
史
主
義
を
呈
示
す
る
覚
え
書
き
」（eine ... auf den H

istorism
us 

vorw
eisende N

otiz

）
と
呼
び
、
そ
こ
に
「
歴
史
主
義
的
な
理
解
の
実
践
」（die historistische V

erstehenspraxis

）
の
萌
芽
を
読

み
取
っ
て
い
る
。H

einz K
im

m
erle, “E

inleitung ” zu F
r. D

. E
. S

chleierm
achers H

erm
eneutik, nach den H

andschriften neu 

herausgegeben und eingeleitet von H
. K

im
m

erle, 2. A
ufl. (H

eidelberg : C
arl W

inter U
niversitätsverlag, 1974), S

. 16-17.

（
5
）C

f. A
lbert S

chw
eitzer, G

eschichte der Leben-Jesu-Forschung (H
am

burg : S
iebenstern T

aschenbuch V
erlag, 1972), S

. 

100.

（
6
）
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
を
十
全
な
仕
方
で
論
ず
る
準
備
は
、
筆
者
に
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
筆
者
の

不
勉
強
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
批
判
的
校
訂
作
業
を
経
た
信
頼
で
き
る
テ
ク
ス
ト
が
未
だ
存
在
し
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
従
来 F

riedrich S
chleierm

acher, H
erm

eneutik und K
ritik, m

it besonderer 

B
eziehung auf das N

eue T
estam

ent. A
us S

chleierm
achers handschriftlichem

 N
achlasse und nachgeschriebenen 

V
orlesungen herausgegeben von F

riedrich L
ücke (B

erlin : G
. R

eim
er, 1838) (= Säm

m
tlichen W

erke, I, A
bt., B

d. 7)

が

あ
り
、
こ
れ
は
Ｍ
・
フ
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
有
益
な
序
論
が
付
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
一
九
七
七
年
に
そ
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
出
て
い
る
。

C
f. F

.D
.E

. S
chleierm

acher, H
erm

eneutik und K
ritik. M

it einem
 A

nhang sprachphilosophischer T
exte Schleierm

achers, 

herausgegeben und eingeleitet von M
anfred F

rank (F
rankfurt am

 M
ain : S

uhrkam
p, 1977).

し
か
し
こ
れ
は
編
集
作
業
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
改
正
す
べ
く
Ｈ
・
キ
ン
メ
ル
レ
が
独
自
の
資
料
調

査
に
基
づ
い
て
、
未
出
版
の
手
書
き
の
遺
稿
を
編
集
し
て
、F

r[iedrich] D
[aniel] E

[rnst] S
chleierm

acher, H
erm

eneutik, nach 

den H
andschriften neu herausgegeben und eingeleitet von H

. K
im

m
erle (H

eidelberg : C
arl W

inter U
niversitätsverlag, 

1959)

を
刊
行
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
も
ま
だ
重
大
な
事
実
誤
認
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
キ
ン
メ
ル
レ
は
さ
ら
に
そ

れ
に
修
正
を
加
え
て
、
一
九
七
七
年
に
そ
の
第
二
版
（
前
掲
の
注
4
参
照
）
を
世
に
著
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ

ハ
ー
の
解
釈
学
の
発
展
過
程
が
か
な
り
正
確
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
Ｗ
・
ヴ
ィ
ル
モ
ン
ト
の
研
究
に
よ
っ
て
、
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よ
り
詳
細
な
特
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。C

f. „F
riedrich S

chleierm
achers “A

llgem
eine H

erm
eneutik ” von 1809/10,

“ herausgegeben von W
. V

irm
ond, in : Schleierm

acher-A
rchiv, B

d. I (B
erlin &

 N
ew

 Y
ork : W

alter de G
ruyter, 1985), 

S
. 1269-1310. 

し
か
し
現
在
刊
行
中
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
批
判
的
校
訂
全
集Friedrich Schleierm

acher K
ritische 

G
esam

tausgabe

に
収
録
さ
れ
る
予
定
の
、
ヴ
ィ
ル
モ
ン
ト
の
手
に
よ
る
批
判
的
校
訂
を
経
た
テ
ク
ス
ト
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
出

版
さ
れ
て
い
な
い
。

（
7
）A

ugust B
oeckh

の
名
前
の
日
本
語
表
記
に
つ
い
て
は
、
別
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
論
じ
た
が
（
拙
論
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
と
文

献
学
」、『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
第
37
号
〔
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
〕、註
1
参
照
）、い
ま
だ
に
「
ベ
ッ
ク
」
と
い
う
表
記
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
の
で
、「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
」
と
表
記
す
る
の
が
正
し
い
根
拠
を
、
再
度
示
し
て
お
く
。

ま
ず
英
語
の
標
準
的
な
人
名
辞
典
で
あ
るM

erriam
-W

ebster’s B
iographical D

ictionary (S
pringfield, M

ass. : M
erriam

-

W
ebster, Inc., 1972)

に
は
、B

öckh

と
い
う
見
出
し
で
出
て
お
り
、
そ
の
発
音
は
〔bûk

〕
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
〔û

〕
の

発
音
は
、schön

〔shûn

〕G
oethe

〔gû ´té

〕
に
お
け
るö

な
い
しœ

の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
（p.163

）。
次
に
ベ
ー
ク
の
本
国

ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
ド
ゥ
ー
デ
ン
の
発
音
辞
典
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
見
出
し
項
目
はB

öckh

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
発
音
はÖ

l

〔ø :l

〕
の
母
音
と
同
じ〔bø :k
〕
と
な
っ
て
い
る
（D

uden. B
and 6

: A
ussprachew

örterbuch. W
örterbuch der 

deutschen Standardaussprache. 2., völlig neu bearbeitete und erw
eiterte A

uflage. B
earbeitet von M

ax M
angold in 

Z
usam

m
enarbeit m

it der D
udenredaktion. M

annheim
: D

uden V
erlag, 1974, S

. 184

）。

こ
こ
か
ら
だ
け
で
も
、B

oeckh

の
発
音
と
し
て
は
長
音
の
「
ベ
ー
ク
」
が
原
語
の
発
音
に
一
番
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
納
得
し

な
い
方
も
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
もB

oeckh

とB
öckh

の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う
問
題
も
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
と
な
る
。

ま
ず
、B

oeckh

かB
öckh

か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
最
も
詳
細
な
伝
記
的
著
作
で
あ
るM

ax 

H
offm

ann

の

A
ugust B

öckh. Lebensbeschreibung und A
usw

ahl aus seinem
 w

issenschaftlichen B
riefw

echsel (L
eipzig

: 

D
ruck und V

erlag von B
.G

. T
eubner, 1901)

が
、
こ
れ
に
明
快
な
答
え
を
与
え
て
い
る
。
ベ
ー
ク
本
人
は
、
自
筆
の
書
類
や
書

簡
で
は
終
始
一
貫
し
てB

öckh

を
用
い
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
の
著
作
で
の
みB

oeckhius

と
記
し
た
と
い
う
（S

. 2, A
nm

. 1

）。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、E

rnst V
ogt

（“D
er M

ethodenstreit zw
ischen H

erm
ann und B

öckh und seine B
edeutung für die 
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G
eschichte der P

hilologie, ” in Philologie und H
erm

eneutik im
 19. Jahrhundert. Zur G

eschichte und M
ethodologie 

der G
eistesw

issenschaften, herausgegeben von H
. F

lashar, K
. G

ründer, A
. H

orstm
ann [G

öttingen
: V

andenhoeck &
 

R
uprecht, 1979], S

. 109, A
nm

. 14

）

もB
ernd S

chneider

（A
ugust B

oeckh. A
ltertum

sforscher, U
niversitätslehrer und 

W
issenschaftsorganisator im

 B
erlin des 19. Jahrhunderts. A

usstellung zum
 200. G

eburtstag 22. N
ovem

ber 1985-18. Januar 

1986 [B
erlin: S

taatsbibliothek P
reußischer K

ulturbesitz, 1985], S
. 9

）
も
、
ま
っ
た
く
一
致
し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、ö
な
い
しœ

の
発
音
に
関
し
て
で
あ
る
が
、U

rsula S
chaefer

は
こ
れ
を
「
長
母
音
」（ein langer V

okal

）
で
あ
る
と
明

言
し
て
い
る
（“V

orw
ort, ” E

rnst V
ogt &

 A
xel H

orstm
ann, A

ugust B
oeckh (1785-1867). Leben und W

erk. Z
w

ei V
orträge 

[B
erlin: H

um
boldt-U

niversität zu B
erlin, 1998], S

. 6, A
nm

. 2)

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
」
と
い
う
表
記
が
最
も
適
切
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
8
）A

nnette W
ittkau, H

istorism
us. Zur G

eschichte des B
egriffs und des Problem

s (G
öttingen: V

andenhoeck &
 R

uprecht, 
21994), S

, 25.

（
9
）
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
一
八
二
六
年
の
夏
学
期
か
ら
一
八
二
八
／
二
九
年
の
冬
学
期
ま
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
だ
が
、
一
八
二
六
の
夏
学
期

に
は
ベ
ー
ク
の“D

em
osthenes R

ede von der K
rone ”

と“G
eschichte der griechischen L

iteratur ”

を
、
一
八
二
六
／
二
七
年
冬

学
期
に
は“T

acitus H
istorien ”

と“M
etrik ”

を
、
一
八
二
六
年
夏
学
期
に
は“E

ncyclopädie der philologischen W
issenschaften ”

を
、
一
八
二
七
／
二
八
年
冬
学
期
に
は“G

riechische A
lterthüm

er ”

を
受
講
し
て
い
る
し
、
一
八
二
七
年
夏
学
期
に
は
す
で
に
彼
の

“P
hilologisches S

em
inar ”

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。C

f. C
hristiane H

ackel (H
rsg.), Johann G

ustav D
roysen 1808-1884 

(B
erlin : G

+H
 V

erlag, 2008), S
. 21 ; M

ax H
offm

ann, A
ugust B

öckh. Lebensbeschreibung und A
usw

ahl aus seinem
 

w
issenschaftlichen B

riefw
echsel (L

eipzig : D
ruck und V

erlag von B
.G

. T
eubner, 1901), S

. 472.

（
10
）
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
一
八
三
九
年
の
秋
か
ら
一
八
四
三
年
の
春
ま
で
（
但
し
、
一
八
四
一
夏
は
ボ
ン
大
学
で
学
ぶ
）
ベ
ル
リ
ン
大
学

で
学
ん
だ
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
在
学
中
は
、
ラ
ン
ケ
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
が
、
ベ
ー
ク
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
、
フ

ラ
ン
ツ
・
ク
ー
デ
ラ
ー
な
ど
の
講
義
を
受
講
し
て
い
る
。『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
9　

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、1994

年
）
29-

34
頁
参
照
。 cf. C

urt H
änel, Skizzen und V

orarbeiten zu einer w
issenschaftlichen B

iographie Jakob B
urckhardts. 

Z
w

eite F
olge : Jakob B

urckhardts und A
ugust B

oeckh (L
eipzig : D

ruck von B
runo Z

echel, 1912), S
. 1.　

さ
ら
に
、
Ｊ
・
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ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
新
井
靖
一
訳
『
ギ
リ
シ
ア
文
化
史
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
五
頁
参
照
。

（
11
）W

ilhelm
 D

ilthey, G
esam

m
elte Schriften, B

d. 7, A
ufbau der geschichtlichen W

elt in den G
eistesw

issenschaften (S
tuttgart : 

B
.G

. T
eubner &

 G
öttingen : V

andenhoeck &
 R

uprecht, 1958), S
. 114.

（
12
）F

rithjof R
odi, E

rkenntnis des E
rkannten. Zur H

erm
eneutik des 19. und 20. Jahrhunderts (F

rankfurt am
 M

ain : S
uhrkam

p, 

1990), S
. 7.

（
13
）
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
我
が
国
に
は
ま
だ
信
頼
で
き
る
本
格
的
な
研
究
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
。
外
国
語
の
文
献
と

し
て
は
、
一
〇
〇
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
、
前
掲（
註
9
）のM

ax H
offm

ann, A
ugust B

öckh. Lebensbeschreibung und A
usw

ahl 

aus seinem
 w

issenschaftlichen B
riefw

echsel

が
最
も
有
益
か
つ
信
頼
で
き
る
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
ベ
ー
ク
と
彼
の
文
献
学
に
つ

い
て
は
、
拙
論
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
と
文
献
学
」、『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
第
37
号
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
119
‐
165
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）A

ugust B
oeckh, E

ncyklopädie und M
ethodologie der philologischen W

issenschaften, herausgegeben von E
rnst B

ratuscheck, 

zw
eite A

uflage besorgt von R
udolf K

lussm
ann (L

eipzig : D
ruck und V

erlag von B
.G

. T
eubner, 1886), S

. 10.　

傍
点
を

付
し
た
部
分
は
原
文
で
は
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
（
隔
字
体
）。

（
15
）Volker G

erhard, R
einhard M

ehning, und Jana R
indert, B

erliner G
eist. E

ine G
eschichte der B

erliner U
niversitätsphilosophie 

(B
erlin : A

kadem
ie V

erlag, 1999), S
. 55.

（
16
）G

.P
. G

ooch, H
istory and H

istorians in the N
ineteenth C

entury (B
oston : B

eacon P
ress, 1959), p. 29.

（
17
）H

. v. S
rbik, G

eist und G
eschichte vom

 deutschen H
um

anism
us bis zur G

egenw
art, B

d. 1 (M
ünchen, 1950), S

. 367 ; 

筆

者
未
見
に
つ
き
、Jörn R

üsen, “Johan G
ustav D

roysen, ” in : D
eutsche H

istoriker II, herausgegeben von H
. −U

. W
ehler 

(G
öttingen : V

andenhoeck &
 R

uprecht, 1971), S
. 7

か
ら
の
孫
引
き
。

（
18
）Johann G

ustav D
roysen, G

rundriß der H
istorik (L

eipzig : V
erlag von V

eit &
 G

om
p., 1868), S

. 9.

（
19
）Johann G

ustav D
roysen, H

istorik (M
ünchen : R

. O
ldenbourg, 51967), S

. 83.

（
20
）C

hristiane H
ackel, D

ie B
edeutung A

ugust B
oeckhs für den G

eschichtstheoretiker Johann G
ustav D

roysen. D
ie E

nzyklopädie-

Vorlesungen im
 Vergleich (W

ürzburg : K
önigshausen &

 N
eum

ann, 2006).
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（
21
）Jean G

rondin, E
inführung in die philosophische H

erm
eneutik (D

arm
stadt : W

issenschaftliche B
uchgesellschaft, 

22001).
（
22
）Ibid., S

. 115-132.
（
23
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 10, 11, 15, 18, 53.

（
24
）
Ｊ
・
ワ
ッ
ハ
は
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」
と
い
う
定
式
に
関
し
て
、
た
だ
ち
に
二
つ
の
補
足
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
一

つ
は
、
認
識
さ
れ
た
も
の
の
な
か
に
、
概
念
的
、
あ
る
い
は
学
問
的
に
究
明
さ
れ
た
も
の
の
み
を
認
め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

二
つ
目
は
、か
か
る
定
式
に
従
え
ば
、文
献
学
と
歴
史
学
と
の
境
界
線
が
不
明
確
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、に
も
か
か
わ
ら
ず
、ベ
ー

ク
は
そ
の
相
違
も
ち
ゃ
ん
と
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。C

f. W
ach, D

as V
erstehen, B

d. I, S
. 178-179.

（
25
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 5-10.

（「
人
間
精
神
に
よ
っ
て
」
の
部
分
の

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
も
の
）

（
26
）Ibid., S

. 56.

（
27
）Ibid., S

. 10, 11, 16, 53.

（
28
）Ibid., S

. 16.

（
29
）Ibid., S

. 11.

（
30
）Ibid., S

. 16.

（
31
）Ibid., S

. 10-11.

（
32
）Ibid., S

. 56.

（
33
）Ibid., S

. 19.

（
34
）Ibid., S

. 14.

（
35
）Ibid., 16.

（
36
）Ibid., S

. 12, 19, 54, 80 ; cf. “reconstructiv, ” S
. 17.

（
37
）Ibid., S

. 16, 125 ; cf.  “neu construiren, ” S
. 56.

（
38
）Ibid., S

. 14, 15, 17, 19, 20, 127.
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（
39
）Ibid., S

. 14.
（
40
）Ibid., S

. 15.
（
41
）Ibid., S

. 53.

（
42
）Ibid.

（
43
）Ibid., S

. 54.

（
44
）Ibid., 102, 109, 142.

（
45
）Ibid., S

. 55.

（
46
）Ibid.

（
47
）C

f. F
riedrich S

chleierm
acher, H

erm
eneutik und K

ritik, m
it besonderer B

eziehung auf das N
eue T

estam
ent, aus 

S
chleierm

achers handschriftlichem
 N

achlasse und nachgeschriebenen V
orlesungen hrsg. von F

. L
ücke (B

erlin :, 

1838). 

な
お
、
Fr
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
お
い
て
は
、S

prachlehre oder G
ram

m
atik

、H
erm

eneutik

、K
ritik

の
三
部
構
成
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。C

f. W
ach, D

as V
erstehen, B

d. I, S
. 67.

（
48
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 178.

（
49
）「
種
類
的
」（generisch

）と
い
う
形
容
詞
は
、
も
と
も
と「
種
属
」を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語genus

に
由
来
す
る
が
、
こ
の
形
容
詞
と「
批

判
」（K

ritik

）
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
に
相
当
す
る
部
分
が
、G

attungskritik

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
種

類
的
解
釈
」
と
は
、「
発
話
の
ジ
ャ
ン
ル
」（R

edegattungen
）
に
基
づ
い
た
解
釈
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
種
類
と

は
「
文
芸
作
品
の
様
式
上
の
種
類
・
種
別
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
種
類
的
解
釈
」（generische Interpretation

）
は
「
ジ
ャ

ン
ル
的
解
釈
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
50
）
ベ
ー
ク
は
「
個
人
的
批
判
」
に
はIndividualkritik

と
い
う
用
語
を
基
本
的
に
充
て
て
い
る
が
、individuelle K

ritik

と
い
う
用

語
も
ま
ま
見
出
さ
れ
る
。
同
様
に
、「
種
類
的
批
判
」
の
場
合
はG

attungskritik

が
一
般
的
で
あ
る
が
、generische K

ritik

と
い
う

用
語
も
用
い
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。

（
51
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 83.

（
52
）Ibid.
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（
53
）Ibid., S

. 84.

（
54
）Ibid., S

. 85.
（
55
）Ibid., S

. 85-86.
（
56
）Ibid., S

. 86.

（
57
）Ibid.
（
傍
点
筆
者
）
Ｊ
・
ワ
ッ
ハ
は
、
同
様
の
見
解
が
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
も
見
出
さ
れ
る
と
し
て
、G

rundriss der H
istorik

の
§11

を
引
証
し
て
い
る
。
念
の
た
め
に
翻
訳
し
て
お
く
と
、「
理
解
（V
erstehen

）
の
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
理
解
（V

erständniss

）

の
行
為
は
区
別
さ
れ
る
。
理
解
の
行
為
は
既
述
せ
る
諸
条
件
の
も
と
で
、
あ
た
か
も
接
近
す
る
起
電
盤
の
間
に
発
す
る
閃
光
の
ご
と
く
、

交
接
に
お
け
る
受
胎
の
ご
と
く
、
直
接
的
直
観
と
し
て
、
創
造
的
作
用
と
し
て
行
な
わ
れ
る
」。C

f. W
ach, D

as V
erstehen, B

d. I, S
. 

223, A
nm

. 5.

（
58
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 86.

（
59
）Ibid., S

. 87.

（
60
）Ibid., S

. 184. D
ivination

（
予
見
、
予
感
）
あ
る
い
はdivinatorisch

（
予
見
的
、
予
感
的
）
と
い
う
概
念
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ

ハ
ー
の
解
釈
学
に
お
い
て
も
頻
出
す
る
が
（S

chleierm
acher, H

erm
eneutik, 2. A

ufl., S
. 186, S

ach- und N
am

enregister

の

“D
ivination ”

の
項
参
照 

）、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
史
学
論
や
ト
レ
ル
チ
の
歴
史
哲
学
な
ど
で
も
重
要
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。C

f. Johann G
ustav D

roysen, H
istorik. H

istorisch-kritische A
usgabe von P

eter L
eyh, B

and 1 (S
tuttgart-

B
ad C

annstatt : F
riedrich F

rom
m

ann V
erlag, 1977), S

. 401, 428 ; E
rnst T

roeltsch, K
ritische G

esam
tausgabe, B

d. 16, 
D

er H
istorism

us und seine Problem
e (1922), S

. 213, 531, 998.

（
61
）B

oeckh,  E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 86.

（
62
）Ibid., S

. 118-119. K
ongenialität

（
ベ
ー
ク
の
原
典
テ
ク
ス
ト
で
は
旧
式
表
記
のC

ongenialität

）
は
「
同
質
性
」
と
も
「
類
縁
性
」

と
も
訳
し
得
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
概
念
は
歴
史
の
認
識
論
に
お
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ド
ロ
イ
ゼ
ン

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
思
想
家
や
演
説
家
で
あ
る
た
め
に
は
、
研
究
と
修
練
と
が
同
じ
だ
け
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
ひ
と

が
み
ず
か
ら
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
み
が
、
す
な
わ
ち
ま
さ
に
こ
の
種
の
活
動
の
た
め
の
天
分

4

4

（B
egabung

）
が
、
両
方

の
も
の
を
強
化
し
発
展
さ
せ
る
。
そ
し
て
歴
史
家
の
天
分
は
、
な
か
ん
ず
く
現
実
的
な
も
の
に
対
す
る
感
覚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
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象
化
す
る
事
物
の
う
ち
に
、
生
き
生
き
と
し
て
作
用
し
て
い
る
力
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
事
物
が
存
在
し
生
成
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
も
の
を
、
そ
の
真
理
を
、
直
観
す
る
同
質
性
（K

ongenialität

）
で
あ
る
。」「
理
解
の
可
能
性
は
、
歴
史
的
材
料
と
し
て
存
在
し

て
い
る
諸
表
出
が
有
す
る
、
わ
れ
わ
れ
に
同
質
的
な
性
質
の
う
ち
に
存
す
る
。」D

roysen, H
istorik. H

istorisch-kritische A
usgabe 

von P
eter L

eyh, B
and 1, S

. 64

、423. C
f. T

roeltsch, K
ritische G

esam
tausgabe, B

d. 16, S
. 993.

（
63
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 122. 

ベ
ー
ク
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
、

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
解
釈
と
キ
ケ
ロ
解
釈
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
プ
ラ
ト
ン
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
。Ibid., S

. 

168.

（
64
）
し
か
し
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
を
「
ロ
マ
ン
主
義
解
釈
学
」
と
し
て
断
罪
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
（cf. H

ans-

G
eorg G

adam
er, G

esam
m

elte W
erke 1, H

erm
eneutik 1 [T

übingen : J.C
.B

. M
ohr, 1990], S

. 177-222

）。
ベ
ー
ク
が
単
な
る

ロ
マ
ン
主
義
者
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
家
財
政
』
の
よ
う
な
作
品
は
誕
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
な
か
に

は
、
客
観
的
デ
ー
タ
を
重
ん
じ
る
実
証
的
精
神
が
同
時
に
息
づ
い
て
お
り
、
彼
が
「
近
代
的
な
古
代
経
済
史
の
創
設
者
」
で
も
あ
っ
た

こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ね
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。C

f. A
ugust B

oeckh (1785-1876). Forscher, H
ochschullehrer, Zeitzeuge, 

W
issenschaftliche Z

eitschrift der H
um

boldt-U
niversität zu B

erlin 36 (1987) 1, S
. 1-70.

（
65
）
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
に
お
け
る
「
技
術
的
解
釈
」
と
「
心
理
学
的
解
釈
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
が

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
来
必
ず
し
も
実
情
が
正
し
く
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
キ
ン
メ
ル
レ
が
編
集
し

た
『
解
釈
学
』
の
第
二
版
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
正
確
な
と
こ
ろ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
詳
細
に
関
し
て
は
、

K
im

m
erle,  “E

inleitung, ” S
. 22-23

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
66
）
ベ
ー
ク
は
本
書
の
第
一
主
要
部
の
冒
頭
の
文
献
リ
ス
ト
にS

chleierm
acher, H

erm
eneutik und K

ritik m
it besonderer B

eziehung 

auf das neue T
estam

ent

を
挙
げ
た
上
で
、「
わ
た
し
の
叙
述
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
理
念
は
こ
の
著
作
か
ら
で
は

な
く
、
よ
り
以
前
に
報
告
さ
れ
た
内
容
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
情
の
た
め
、
わ
た
し
は
も
は
や
自
他
の
区
別
〔
＝
自

説
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
学
説
と
の
区
別
〕
を
で
き
る
状
態
に
な
い
」（Ibid., 75

）、
と
述
べ
て
い
る
。

（
67
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 127.

（
68
）Ibid., S

. 141.
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（
69
）
但
し
、
わ
れ
わ
れ
が
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ベ
ー
ク
が
「
歴
史
的
」（historisch

）
と
い
う
用
語
を
「
最
も
広
い
意
味

で
」
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
著
者
の
個
性
や
発
話
の
ジ
ャ
ン
ル
に
応
じ
て
歴
史
的
解
釈
の
適
用
可
能
性

に
幅
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。Ibid., S

. 113. C
f. W

ach, D
as V

erstehen, B
d. I, S

. 202.
（
70
）G

eorg L
orenz B

auer, E
ntw

urf einer H
erm

eneutik des A
lten und N

euen T
estam

ents : Zu Vorlesungen (L
eipzig : W

eygand, 

1799), S
. 96. 

筆
者
未
見
に
つ
き
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ビ
ー
ル
ス
編
、
竹
田
純
郎
・
三
国
千
秋
・
横
山
正
美
訳
『
解
釈
学
と
は
何
か
』（
山

本
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
37
頁
よ
り
借
用
。

（
71
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 113.

（
72
）A

ugust B
oeckh,  “U

eber die L
ogisten und E

uthynen der A
thener, ” in : G

esam
m

elte kleine Schriften, B
d. 7 (L

eipzig : 

D
ruck und V

erlag von B
.G

. T
eubner, 1872 ; N

achdruck, H
ildesheim

, Z
ürich, &

 N
ew

 Y
ork : G

eorg O
lm

s V
erlag, 

2005), S
. 264f.

（
73
）B

oeckh, E
ncyklopädie und M

ethodologie der philologischen W
issenschaften, S

. 112.

（
74
）わ
れ
わ
れ
と
同
様
、
Ｊ
・
グ
ロ
ン
デ
ィ
ン
も「
文
法
的
解
釈
」、「
個
人
的
解
釈
」、「
種
類
的
解
釈
」に
加
え
て
、「
歴
史
的
解
釈
」が
し
っ

か
り
と
位
置
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ベ
ー
ク
の
解
釈
学
の
歴
史
主
義
へ
の
傾
斜
を
読
み
取
っ
て
い
る
。C

f. G
rondin, E

inführung 

in die philosophische H
erm

eneutik, S
. 117.


